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プロジェクトでは、具体的な活動の計画・実施・モニ

タリングを行うことを目的に作業部会（リンポポ州）

を設立しました。作業部会のメンバーは、社会開発省

（中央・州・郡）の行政官に加え、教育省、保健省、

農業省、首相府など関連する他省庁の行政官、地方自

治体関係者、南アフリカ警察、障害者団体の代表、コ

ミュニティの障害者など職種・性別・障害の有無を超

えたメンバー総勢 40 名から構成されています。2016

年 11 月 7 日から 11 日に、多様な関係者で構成される

作業部会が円滑に活動すること、作業部会のメンバー

が社会モデルに根ざした障害理解を深めること、プロ

ジェクトの活動計画を作成すること、を目的にチーム

作業部会の設立 
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チームビルディング・ワークショップの様子 

2016 年 5 月 10 日に専門家 2 名が南アフリカに赴任

し、「障害者のエンパワメントと障害主流化促進プロ

ジェクト」を開始しました。2016 年 11 月 7 日から 11

日にはプロジェクトサイト（リンポポ州）の作業部会

を対象にチームビルディング・ワークショップと障害

主流化研修を実施しました。第 3 号ニュースレターで

は、ワークショップと研修の内容についてご報告させ

ていただきます。 

チームビルディング・ワークショップの報告

 
 

チームビルディング・ワークショップでは、リンポポ

州社会開発省の行政官マアケさんがファシリテーター

を務め、様々なプログラムで作業部会メンバーの相互

理解促進を図りました。プログラムの 1 つ「Build a

Tower」は、小グループに分かれ、ファシリテーター

から配布された材料を使い、できるだけ高い塔を建て

るゲーム。参加者は楽しみながらも真剣な表情で塔を

作りました。ゲーム後の振り返りでは、高い塔を建て

るには土台が重要だと気が付いた、どのような塔を建

てるのか設計図を明確にしてから始めることが大事だ

った、メンバー全員が役割分担をすることが役に立っ

たなどの意見があがり、これらの気付きは作業部会

の活動にも当てはまると参加者は学びました。午後

に行われた屋外プログラムでは、障害者と非障害者

が一緒に参加する方法を考えながら、チーム対抗で

ゲームを行いました。的当てでは、チームメンバー

が視覚障害者と一緒に手で触れて的の位置を確認し

たり、的の近くで手をたたいて的の位置を知らせた

りと各チームで様々な工夫が見られました。楽しみ

ながら、チームとして活動することや障害者の参加

を促進することを考える、とてもよい機会になった

と参加者からは大変好評でした。 
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プロジェクトは現在、2 月に予定しているピア・カ

ウンセリングセミナーおよび 3 月に予定しているプ

ロジェクトの第二回合同調整委員会の準備を進めて

います。プロジェクトホームページを通じて、プロ

ジェクトの進捗状況などをご報告させていただきま

す。どうぞご期待ください。 

今後の予定 

障害主流化研修は、①障害とは何かを考える障害平

等研修、②障害者が中心となり社会を変えた国内外

の好事例の紹介、③参加者によるプロジェクト活動

計画の作成等で構成されました。障害平等研修で

は、車いす使用者のズキさんがファシリテーターを

務め、障害は個人でなく社会にあること、障害者が

社会参加するには社会を変えていく必要があること

を自身の経験を交えて語りました。国内の好事例の

紹介では、電動車いす使用者のジュライさんが、障

害者同士がそれぞれの経験を聞きあうピア・カウン

セリングや障害者が互いを支えあう自助グループ活

動を通じ、自身がどのように変わったのか発表しま

した。 

参加者の一人、ビクトリアさんは生まれつき手に機

能障害がある女性です。研修に参加する前は、心無

い人にからかわれることがあり、手を隠して過ごし

ていました。しかし、研修を通じ、障害は社会にあ

ることを学び、今後は誰にとっても住みやすい社会

を作っていきたい、まずは自分の経験を共有できる

仲間を集め、自助グループを作りたい、と話してく

れました。 

ビクトリアさんなどコミュニティの障害者の声が反
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映され、プロジェクト活動計画にはピア・カウンセ

リングや自助グループの設立が盛り込まれました。

プロジェクトは、研修で作成した活動計画をもと

に、2017 年 2 月から本格的にコミュニティでの活動

を実施していく予定です。 

 

 

 

 

 

障害平等研修のファシリテーターを努めるズキさん（右）

障害主流化研修の報告 

発表者に質問するビクトリアさん（左から 2人目）

プロジェクト活動計画を作成する研修参加者たち 


